
■念じると願う■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 470号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

まずは先週の報告とご挨拶。 

4/11(木)笑恵館の 10周年パーティには、30名の方がご参加くださり、盛大に開催できました。 

僕が主宰したコンテスト ofコンテストの人気投票は、下記のような結果になりました。 

01.Mr&Msアイーンコンテスト   5点 

02.シュワッチコンテスト    7点 

03.ピカピカお掃除コンテスト   4点 

04.「笑」「恵」コンテスト    8点 

05.笑恵館入り浸りコンテスト   7点 

06.面白お宝不要品コンテスト   9点 

07.お気持ちＢＯＸコンテスト   6点 

08.笑恵館･変だよコンテスト   8点 

09.いきもの探しコンテスト   9点 

10.未来の家族コンテスト  12点 

11.壁面アートコンテスト    8点 

12.マンガ面白回コンテスト   5点 

13.プチビジネスコンテスト   6点 

14.健康まーじゃんコンテスト   9点 

15.公益レポートコンテスト   2点 

おかげさまで、僕が提案した「未来の家族コンテスト」が 1 位となりましたので、笑恵館の建て替えを目指し

活動を開始したいと思います。 



また、その他の応募案も楽しい企画ばかりですので、応募者が中心となって全ての案が実現を目指しいただき

たいと思います。 

・ 

さて今週のお誘いです。 

4/17(水)は、10時より笑恵館で「まつむら塾集中補講」を開催します。 

まつむら塾に途中入稿されたい方のための情報提供を行いますので、奮ってご参加ください。 

4/18(木)は第 3木曜日ですので、午後から「なるほどデイ(笑恵館の無料説明会)」と、「持ち寄り食事会」を開催

します。 

特に、笑恵館の開業前から継続している食事会は、10 周年記念ということで、いつもよりちょっと贅沢に行い

ます。 

ご自分の飲食持参・参加無料ですので、気軽にご参加ください。 

そして 4/19(金)～22(月)は、まだ外出予定はありませんので、あなたからのお誘いをお待ちしています。 

それでは今週も、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2．まつむら塾より（全部募集中） 

 

現在開催中の講座は下記の通り（1か月分）。 

名称 日時・内容 場所 受講料 

ガイダンス&集中補講 04/17(水)13-15時 

毎週土曜日 10-17時 

笑恵館 

 

ガイダンス：無料 

集中補講：3,000円/回 

随時開催、受付中 応相談 

実現学（火朝教室） 04/16 (火)13-15時・B35.地域と世界 

04/23 (火)16-18時・B41.ヒトの話 

04/30 (火)10-12時・B42.モノの話 

05/07 (火)10-12時・B43.カネの話 

05/14 (火)16-18時・B44.事業の話 

05/28 (火)15-17時・B45.問題と答え 

笑恵館 3,300円/回 

実現学（水夜教室） 

受講者 1名のため待機中 

04/24 (水)20-22時・B32.地域と資源 

05/01 (水)20-22時・B33.地域と格差 

05/08 (水)20-22時・B34地域と情報 

05/15 (水)20-22時・B35.地域と世界 

zoom 3,300円/回 

 

その他、希望者さえいれば、全講座新規開講いたしますので、気軽にお問い合わせください。 

 

■地主の学校・販売中 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

下記書店にて販売中。 

・文教堂書店：東川口店、赤羽店、溝の口本店、横須賀 MORE'S店 

・紀伊国屋書店：西部東戸塚 S.C.店 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. ブログより：念じると願う  

 



笑恵館の開業 10周年を記念して、先日楽しいパーティを開催した。 

この機会に初めて訪れた方から、開業前からこの施設の変化を見守り続けてきたご近所さんまで、様々な方が

集まって、誰もが対等に祝辞を述べる。 

これまで様々な事業や地域を「ビジネスコンテスト」で盛り上げてきた仕掛け人の僕としても、「コンテスト of

コンテスト」で臨んだ。 

こうした盛り上がりを引き起こしたのは「記念」という言葉に思える。 

記念とは、「あとの思い出として何かを残しておくもの、あるいはそれによって残されたもの」。 

残す行為やそのものを示す言葉は、明らかに「記」だと思われるので、「念」がその対象である想い出的な意味

を持つのだろう。 

だがここで、僕の好奇心がメラメラと燃え始めた。 

「念」とはいったい何なのか。 

・ 

まず僕が直感したのは、先日ブログで取り上げた「思うと願う」の違いについて。 

https://nanoni.co.jp/20231231-2/ 

まつむら塾が目指す「実現」とは、自分の夢を自分で現実化することなので、他人に依存する「願う」は「実

現」をもたらさない。 

そこで「願う」に代わるより自律的な言葉を探す中、ようやく「思う」という言葉に辿り着いたのだが、「念じ

る」は更なる自律というか、むしろ自己完結型の内的概念に思えた。 

「念」とは「常に心の中を往来しているおもい。（悔恨の念）」あるいは「気をつけること。注意すること。（念

のため）」などの意味があり、その用例も極めて多彩だ。 

念から始まる二字熟語には、念願、念頭、念書、念仏、念力…など。 

そして念で終わる二字熟語には、一念、怨念、観念、概念、残念･･･など枚挙にいとまがない。 

「念願」は、まさに「願う」との対比を表しているし、「念仏」は「祈ると異なる念じる」を想起させる。 

・ 

早速「念仏」について調べてみたら、知恩院サイトに引き込まれた。 

（以下、https://www.chion-in.or.jp/kacho/4415/より引用） 

念仏の念という言葉に目を向けてみたいと思います。 

「念」の字を構成する「今」は、蓋や栓の形が元になっています。 

従って「今」という字は、箱や瓶などの器を前提としています。 

「含」や「吟」の字では口が器に当たり、「念」の字では心が器に当たり、「貪」の字では貝が器に当たります。 

食べ物や飲み物を口に入れて、漏れないように蓋をしたのが「含」の字。 

上にかぶせた蓋が横にずれて、口から声が漏れたところが、詠うなどを意味する「吟」の字。 

心という器に大事なものを入れて、漏れないように蓋をしたのが「念」の字。 

ですから、念には念を入れるとか、念を押すとか、念頭に置くと言うのは、心の器から大事なものが漏れない

ようにすることなのです。 

昔、貝は貨幣の役目をしましたから、むさぼりの煩悩を表す「貪」の字は、財を失わないよう、しっかりとガ

ードした字形ということになります。（後略） 

・ 

このブログでこれまで取り上げてきた様々な概念は、多くの場合外来語をルーツに持つ歴史の浅い「当て字」

だったが、「念」は仏教用語だけあって、歴史も古く用例も多彩だ。 

翻訳ソフトで英訳すると、「念：sense、feeling、attention、concern、idea、thought、care、desire･･･」と訳

語が多すぎて、まるで収拾が付かない。 



動詞だと「念じる：remember、have in mind、be anxious、pray silently」と、「remember」以外は熟語しか

見当たらず、「remember」を和訳しても「念じる」は出て来ない。 

恐らく、「念」を表す英語は存在せず、英語圏には「念」という概念が存在しないのだろう。 

その意味でも、先ほどの知恩院サイトの解説はとても面白いので、是非閲覧して欲しい。 

・ 

脱線はこのくらいにして、話を「記念」に戻そう。 

先ほどの「心の器から大事なものが漏れないようにすること」という「念」の意味からすれば、「記念」の意味

が見えてくる。 

今度は「記念」について調べていくと、江戸時代にはこれを「かたみ（形見）」と呼んでいたことが分かり、そ

の変遷にまた驚く。 

その後、英語「memorial」の訳語として、その用法が定着していったのだと思われるが、訳語は決して代用品

でなく、類似する手がかりに過ぎないことを忘れたくない。 

全ての人が違うのと同じように、すべての言葉が違うことを、今日は深く念じたい。 

 

https://nanoni.co.jp/20240415-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

4. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はまつむら塾受付中） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 

（火）04/16笑恵館作業日 

聴取×：10-11時 東京地検（九段南） 

講義〇：13-15時 まつむら塾実現学_火朝 B35（笑恵館） 

来訪×：15-16時 HFA事務所確認（笑恵館） 

会議×：16-20時 HFA役員会・食事会（恵比寿） 

（水）04/17笑恵館作業日 

検診×：09-10時 検診、リハビリ（関東中央病院） 

講義〇：13-15時 まつむら塾集中補講（笑恵館） 

訪問×：18-20時 KITAKEN（祐天寺） 

（木）04/18笑恵館作業日 

 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

 交流◎：18-20時 10周年持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

（金）04/19笑恵館作業日 

（土）04/20笑恵館作業日 

 交流◎：12-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

（日）04/21各所作業日 

（月）04/22笑恵館作業日 

 

■今後の予定 

04/23 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（zoom） 



04/25 交流◎：10-12時 笑恵館 deシネマ_4木朝（笑恵館） 

04/25 会議◎：17-19時 笑恵館 10周年総会_4木（笑恵館） 

04/25 交流◎：19-21時 笑恵館 deシネマ_4木夜（笑恵館） 

04/27 交流◎：10-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

04/28 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会_4日（飯能） 

05/09 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

05/12 会議〇：20-21時 100SMILES_2日（zoom） 

05/12 会議〇：21-22時 八島花文化財団事務局 M_2日（zoom） 

05/14 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（笑恵館＋zoom） 

05/16 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

05/16 交流◎：18-20時 持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 



http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


